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第３回部会協議を踏まえた対処方針及び計画への反映【環境・経済部会】

No. 意見 対応方針・施策への反映 編-章-節 等

１

「上田市歴史的風致維持向上計画」とはどのようなものか。 同計画は郷土の歴史文化を通じて、まちの個性や独自性を

輝かせ、その魅力を高めるとともに市全体の活性化につなげ

ることを目的に策定したものです。

案では計画の推進という表記でありましたが、より具体的

に施策を進めるという観点から、歴史的な景観づくりを推進

していくという表記に改めさせていただきます。

2-2-4

（P64）

２

3-1-2『現状と課題』にもあるとおり、担い手への農地集積・

集約については、国においても推進を図ることとしている。『指

標・目標値』へ追加したらどうか。

指標として追加します。 3-1-2

（P76）

３
3-2-1 の図表について、グラフの数値を表す色合いが似通って

いて、分かりにくい。

視認しやすいよう、調整します。 3-2-1

（P81）

４

3-2-2基本施策2について、前回も指摘したとおり、自然災害

が今後起こらないという保証はなく、企業誘致に用いる表現と

して不適切ではないか。また、第2編では「災害が頻発化、激

甚化する傾向」という表現を用いており、それとも矛盾するの

ではないか。

今回お示しした素案では、企業誘致における上田市の優位

性を示すうえで自然災害が少ないという点は外せないとい

う判断をしました。

しかしながら、ご指摘を踏まえて中間答申（案）には「こ

れまで自然災害が少なかった」といった表現に改めることと

します。加えて、少雨で晴天率が高いというデータに基づく

気候条件も優位性として盛り込みます。

3-2-2

（P84）

５

3-2-3 の達成度をはかる指標・目標値の中心商店街の空き店舗

数において、基準値の 27 件に対し、目標値も 27 件というのは

目標として相応しいのか。

人口減少等で空き店舗数はますます増えることが想定さ

れる中、空き店舗を活用する施策等も進めた上で現状を維持

するといった、現実的（控えめ）な目標設定としました。

しかしながら、ご指摘のとおり目標としては前向きなもの

が望ましいため、上方修正します。

3-2-3

（P85）
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６

3-3-1 基本政策 1-①「ホームページ」「ファンサイト」といっ

た具体的な媒体名を表記すると、5年間それに縛られてしまうの

ではないか。今後、もっと効果的な媒体が出てくる可能性もある

のではないか。

ご指摘を踏まえ、具体的な媒体名は標記しないこととしま

す。

3-3-1

（P91）

７

3-3-1 インバウンド 50,000 人の根拠はあるのか。あまりにも

過大ではないか。

意見聴収の中で宿泊業者から「目標は高く」という意見が

あり、現計画と同様の目標値としました。

しかしながら、ご指摘のとおり現状を見極めたうえで適正

な目標を設定することとします。

3-3-1

（P91）


